
なぜ木を植えるのか？�

�世界では熱帯地域をはじめ、多くの地域で人間活動によって森林が伐採され、利用されています。伐採

の程度が軽く人間による利用が少なくなれば、何もしなくても時間の経過とともに自然の力で戻ることが

できます。しかし、木を伐りすぎて過剰に森林を利用すると、自然の力だけで森林に戻ることは大変困難

になります。森林は木材など人々に利用価値のあるものを生み出すだけでなく、洪水や土砂の流出を防ぐ

ほかに、野生生物の住みかになるなど様々な機能を持っているため、木を伐った後も再び森林としての機

能が発揮できるように維持していくことが大切です。そのために、自然の力だけで森林に戻ることが困難

な場所では、人間が木を植えることで森林を再生させる必要があります。�

��

木を植える場所はどんな環境なのか？�

�現在、熱帯地域において植林活動が広く行われていますが、なかには植物の生育に適さない環境になっ

たために裸地化した場所も植林の対象地となります。このような場所は熱帯特有の強い太陽光が直接当た

ることから、温度が高くなり、極度に乾燥します。また、強い光を受けることで植物の光合成機能そのも

のが破壊され低下してしまうことがあります。そのため、裸地のような環境は植物にとって快適ではなく、

樹種によっては過酷な環境と言えます。裸地化した場所へは、強い光や乾燥に強い樹種を植えれば良いの

ですが、地元の人々の要望なども考えると、植栽当初から利用価値のある「植えたい」樹種を植えるため

の技術も同時に開発しなければなりません。そこで、熱帯の裸地環境に弱い樹種も生育できる環境をつく

るための試みを行っています。�

�

過酷な環境をうまくコントロールする�

�植栽された木に降りそそぐ過剰な光の

量をうまくコントロールし、きびしい環

境を緩和することができれば、裸地にも様々

な種類の木を植えることができると考え

られます。そこで図1のような遮光物を

設計し、植栽苗に光が直接当たる時間を

短くすることで、乾燥によるしおれや強

い光による光合成の機能低下を抑制する

ことができると考えました。成長すると

ともに葉が直接太陽に当たる時間が長く

なる仕組みになっており、成長とともに徐々

に植栽した苗が裸地の環境に慣れるよう

になっています。�




